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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-1 環境保全計画～ 





選択科目    環境保全計画  科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    １ 枚中 

技術部門     環 境    部門 

専門とする事項環境の現状解析と将来予測並びに保全計画

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-1 

（ １ ） ３ つ の 指 標 の 名 称 及 び 定 義  

① 資 源 生 産 性 ： 天 然 資 源 の 投 入 量 に 対 し 、 そ こ か ら 生

み 出 さ れ る 価 値 。 目 標 値 ＝ 4 6 万 円 ／ ｔ 。  

② 循 環 利 用 率 ： 廃 棄 物 に 対 す る ？ リ サ イ ク ル 、 リ ユ ー

ス の 割 合 。 目 標 値 ＝ 1 7 % 。  

③ 最 終 処 分 量 ： 焼 却 後 の 埋 め 立 て 処 分 量 。 目 標 値 ＝ 1 7

百 万 ｔ 。  

（ ２ ） ３ つ の 指 標 の 説 明  

① 資 源 生 産 性 ：  

 も の の 「 入 口 」 部 分 に 関 す る 指 標 で あ る 。 物 質 フ ロ

ー 図 で は 縦 の 帯 で あ る 総 物 質 投 入 量 が 狭 く な っ て い る

と き 、 資 源 生 産 性 が 向 上 し て い る こ と を 示 す 。 資 源 生

産 性 が 向 上 す る と 、 少 な い 資 源 で 生 産 効 率 が 高 ま る 。  

② 循 環 利 用 率  

 ３ R の う ち リ ユ ー ス と リ サ イ ク ル の こ と で あ り 、 物

質 フ ロ ー 図 で は 輪 の 部 分 の 幅 を 示 す 。 こ の 数 値 が 高 い

と 、 製 品 の 本 来 の 用 途 が 終 わ っ た の ち に 廃 棄 さ れ ず に

循 環 利 用 さ れ る 率 が 高 い こ と を 示 し 、 好 ま し い 状 況 で

あ る 。 第 3 次 循 環 基 本 計 画 で は 「 循 環 」 を 示 す 。  

③ 最 終 処 分 量  

 焼 却 等 で 最 終 的 に 廃 棄 さ れ る ご み の 量 を 示 す 。 第 3

次 循 環 基 本 計 画 で は 、 「 出 口 」 と 呼 ぶ 。 最 終 処 分 量 が

少 な い ほ ど 、 循 環 基 本 計 画 の 達 成 に 向 け て 好 ま し い 状

況 と な る 。  

                     以 上  
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（ １ ） 経 済 的 手 法 と は ？  

３ つ の 主 な 環 境 政 策 手 法 で あ る 、 規 制 的 手 法 、 経 済

的 手 法 、 自 主 的 取 組 の 中 の 一 つ で あ る 。 環 境 へ の 負 荷

を 減 ら す た め に 、 経 済 的 措 置 に よ り 、 望 ま し い 行 動 を

誘 導 す る 、 も し く は 望 ま し く な い 行 動 を 抑 制 す る 。  

（ ２ ）  

① 補 助 金  

 高 コ ス ト な 環 境 技 術 の 開 発 、 導 入 に 際 し 、 費 用 の 一

部 を 一 時 的 に 補 助 す る も の で あ る 。 市 場 が 整 備 さ れ る

ま で の 暫 定 措 置 で あ る た め 、 補 助 金 が 終 了 し て も 投 資

や 開 発 が 継 続 さ れ る 手 法 に 切 り 替 え る 必 要 が あ る 。 こ

の た め に は 各 政 策 の ベ ス ト ミ ッ ク ス が 必 要 で あ る 。  

② 税 制 優 遇 、 減 税  

 環 境 負 荷 の 小 さ い 製 品 の 購 入 や 使 用 に 際 し て 、 減 税

な ど の 税 制 優 遇 措 置 を と る 。 こ れ に よ り 、 環 境 負 荷 の

小 さ な 製 品 の 購 入 や 買 い 替 え を 促 進 す る 。 た と え ば 、

エ コ カ ー 減 税 で あ る 。 エ コ カ ー 減 税 に よ り 、 環 境 負 荷

の 小 さ な 車 が 大 幅 に 普 及 し た 、  

③ 課 税  

主 に 炭 素 税 な ど が こ れ に あ た る 。 環 境 負 荷 の 大 き な

製 品 の 購 入 や 使 用 に 対 し て 、 課 税 や 増 税 を 行 う こ と で 、

そ の 購 入 や 使 用 を 抑 え る も の で あ る 。  

                    以 上  
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 こ こ で は 、 大 気 汚 染 を 選 択 し て 述 べ る 。  

（ １ ） 必 要 と す る 情 報 に つ い て  

① 大 気 質 、 汚 染 物 質 の 種 類 と 量 ：  

 大 気 を 汚 染 し て い る 物 質 の 質 と 量 に つ い て 、 情 報 が

必 要 で あ る 。 質 や 量 を 把 握 す る こ と で 、 そ の 危 険 度 や

適 切 な 対 策 手 法 を 検 討 す る こ と が で き る 。  

② 発 生 源 ：  

 汚 染 物 質 の 発 生 源 は 、 そ の 形 態 に よ り 、 点 源 負 荷 、

面 源 負 荷 、 移 動 発 生 源 負 荷 な ど が あ る 。 発 生 源 を 把 握

す る こ と で 、 適 切 な 対 策 方 法 を と る こ と が で き る 。  

③ 健 康 被 害 ：  

 大 気 汚 染 に よ り 、 ど の よ う な 地 域 に ど の よ う な 健 康

被 害 が 生 じ て い る の か 把 握 す る 必 要 が あ る 。 健 康 被 害

の 有 無 に よ り 、 緊 急 度 や 対 策 の 優 先 順 位 を 決 定 す る 。  

（ ２ ） 考 え ら れ る 対 策  

自 動 車 排 出 ガ ス の 主 な 原 因 は 、 交 通 渋 滞 や 自 動 車 の

整 備 不 良 で あ る 。 こ れ ら の 原 因 に つ い て 、 ハ ー ド と ソ

フ ト の 両 面 か ら 必 要 な 対 策 を 以 下 に 述 べ る 。  

① 汚 染 源 対 策 ＝ 発 生 源 対 策  

 自 動 車 排 出 ガ ス の 汚 染 源 は 自 動 車 で あ る た め 、 自 動

車 か ら の 排 出 ガ ス を 減 ら す 必 要 が あ る 。 開 発 途 上 国 に

で は 整 備 不 良 の 車 が 多 い こ と が 真 因 の 一 つ と 考 え る た

め 、 先 進 国 の 環 境 技 術 の 導 入 が 必 要 で あ る 。  

② 交 通 政 策  

 主 な ソ フ ト 対 策 ＝ 交 通 政 策 と し て 、 渋 滞 発 生 地 域 へ
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-1 

の 乗 り 入 れ 規 制 、 フ レ ッ ク ス タ イ ム 制 の 導 入 に よ る 通

勤 時 間 の 平 準 化 、 車 検 制 度 に よ る 整 備 不 良 車 両 の 削 減

が 考 え ら れ る 。  

② 道 路 整 備  

 交 通 渋 滞 の 緩 和 の た め に 、 車 線 の 複 線 化 、 幅 員 の 拡

幅 、 交 差 点 の 改 良 （ 右 左 折 レ ー ン 、 信 号 機 設 置 な ど ）

が 考 え ら れ る 。  

③ 環 境 基 準 ＝ 規 制  

 環 境 基 準 を 設 け て 規 制 す る こ と で 、 自 動 車 か ら の 排

出 ガ ス を 減 ら す 。  

④ 税 制 措 置  

 低 排 出 ガ ス 車 へ の 減 税 な ど に よ り 、 低 排 出 ガ ス 車 へ

の 転 換 を 図 る 。  

（ ３ ） 課 題  

① 資 金 ：  

 特 に ハ ー ド 対 策 と し て の 資 金 が 必 要 で あ る 。 不 足 す

る 資 金 は 、 O D A に よ る 無 償 資 金 援 助 や ロ ー ン に よ り 調

達 す る 必 要 が あ る 。  

② 技 術 移 転 ：  

 先 進 国 に よ る 技 術 協 力 が 必 要 で あ り 、 単 に 技 術 を 与

え る だ け で は な く 、 将 来 的 に 自 立 で き る よ う に ハ ー ド 、

ソ フ ト 両 面 で 技 術 移 転 し な け れ ば い け な い 。  

④ 住 民 、 国 民 の 理 解 ：  

 こ れ ま で の 慣 例 や 社 会 習 慣 、 文 化 と 異 な る ル ー ル を

作 る た め 、 啓 発 活 動 や 法 整 備 が 必 要 に な る 。  以 上  
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（ １ ） 出 火 要 因 と 拡 大 要 因  

① 出 火 要 因  

 P M 2 . 5 の 発 生 す る 要 因 が あ る 。  

→ 火 災 の 生 じ る 要 因 が あ る  

・ 非 意 図 的 ： ミ ス 、 故 障 、 天 災  

・ 人 為 的 、 意 図 的 ： 放 火  

② 拡 大 要 因  

・ 風 ： 小 さ な 火 災 で も 、 風 に 煽 ら れ て 大 き な り 、 さ ら

に は 周 囲 に 燃 え 広 が る 。  

 → P M 2 . 5 で は 、 報 道 や 風 評 な ど で P M 2 . 5 の 影 響 が 拡

大 解 釈 さ れ て 拡 散 し て い く 。  

 た と え ば 、 中 国 関 連 の 報 道 で は 、 中 国 の 大 気 汚 染

が 非 常 に 深 刻 な 状 態 に あ る と 報 道 さ れ が ち で あ る 。

ま た 、 深 刻 な 状 態 に あ る と き に 報 道 さ れ る こ と も 要

因 の ひ と つ 。  

・ 周 囲 に 燃 え や す い も の が あ る こ と ： 周 囲 に 燃 え や す

い も の が あ れ ば 、 火 は 燃 え 移 り 拡 大 し や す い 。  

 → 間 違 っ た 情 報 が 拡 散 し や す い 人 物 、 た と え ば ネ ッ

ト で 煽 る 人 た ち  

・ 密 度 ： 周 囲 に 家 屋 が 密 集 し て い た 場 合 は 、 火 災 が 拡

大 し や す い 。  

  

（ ２ ） 解 決 策  

① 正 し い 知 識 を 持 つ こ と 。 持 っ て も ら う こ と 。  

・ 数 値 の 公 表  
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※ 数 値 の 公 表 に つ い て も 、 そ の 数 値 の 持 つ 意 味 を 合

わ せ て 公 表 す る 必 要 が あ る 。  

※ 併 せ て 、 過 去 の 統 計 デ ー タ の 公 表  

す な わ ち 、 適 切 な 正 し い 情 報 を 適 切 な 形 で 提 供 す る

こ と 。  

 

（ ３ ） 解 決 策 を 具 体 化 す る た め の 課 題  

① 科 学 的 な 根 拠  

 観 測 値 と そ の 健 康 被 害 の 有 無 に つ い て 、 科 学 的 根 拠

を 示 す こ と で 過 剰 な 対 応 を 抑 え る 。  

② 適 切 な 広 報  

観 測 デ ー タ と そ の 影 響 に つ い て 適 切 に 広 報 す る こ と

で 、 偏 っ た 情 報 や 間 違 っ た 情 報 を 訂 正 し 、 風 評 被 害 を

防 ぐ 。  

③ よ り 正 確 で 効 果 的 な 観 測 機 器 、 観 測 網 の 設 置  

④ 広 報 の 手 段 と 媒 体 ：  

  正 し い 観 測 デ ー タ を 適 切 に 提 供 す る 。  

⑤ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

 ※ 情 報 提 供 の 場 を 設 け る  

対 象 と す る 年 齢 層 や 地 域 な ど に 応 じ て 、 適 切 な

媒 体 を 使 い 分 け る 。 放 送 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 新 聞 、

イ ン タ ー ネ ッ ト ． ． ．  

⑥ ネ ッ ト で の 風 評 、 間 違 っ た 情 報 の 訂 正  

 表 現 の 自 由 を 脅 か さ な い よ う 注 意 が 必 要 だ が 、 ネ ッ

ト 監 視 も 必 要 。  
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 政 府 、 自 治 体 広 報 だ け で な く 、 若 者 な ど を 対 象 に

S N S の 活 用 ・ 情 報 提 供 な ど も 行 う 。  

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-2 環境測定～ 





              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

     



              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

     





              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

    

 

 

    

 

 

 

 

     



              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

 

    

 

 

 

  

  

 

 

 





              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



              

   

 

 

 

 

        

              

 

                          

 

 

 

   

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-3 自然環境保全～ 
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１ ． 秋 田 県 の ア カ ヒ レ タ ビ ラ  

保 全 す べ き 希 少 種 と し て ア カ ヒ レ タ ビ ラ を あ げ る 。

中 で も 秋 田 県 大 仙 市 地 域 に 生 息 す る 本 種 の 保 全 が 重 要

と 考 え る 。 本 種 は 近 年 3 種 の 亜 種 に 分 類 さ れ 、 そ の す

べ て が レ ッ ド リ ス ト に 掲 載 さ れ て い る 。 秋 田 県 で は 、

分 類 後 の 調 査 が 不 足 し て お り 、 今 後 の 科 学 的 知 見 の 蓄

積 が 望 ま れ て い る 。  

２ ． 脅 威 と な っ て い る 要 因 と 危 機 の 現 状  

( 1 ) 脅 威 と な っ て い る 要 因  

脅 威 と な っ て い る 要 因 を 以 下 に 記 述 す る 。  

・ 減 反 な ど に よ る 生 息 環 境 の 悪 化  

・ 水 路 の コ ン ク リ ー ト 化 な ど に よ る 生 息 域 の 分 離  

・ タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ と の 競 合  

( 2 ) 危 機 の 現 状  

上 記 の 要 因 な ど に よ り 、 秋 田 県 で は 減 少 傾 向 が 続 い

て い る 。 近 年 は 保 全 活 動 な ど も お こ な わ れ 、 一 部 で は

安 定 し て 生 息 し て い る が 局 所 的 で あ り 、 危 機 は 継 続 し

て い る 。  

３ ． ア カ ヒ レ タ ビ ラ の 保 全 に 対 す る 技 術 提 案  

私 は 以 前 、 秋 田 県 大 仙 市 で ア カ ヒ レ タ ビ ラ の 保 全 計

画 策 定 を 担 当 し た 。 こ の 経 験 か ら 得 た 本 種 の 保 全 に か

ん す る 技 術 提 案 を 以 下 に 記 述 す る 。  

( 1 ) 生 息 地 の 再 生  

減 反 な ど に よ り 生 息 地 が 減 少 し て い る 場 合 は 、 生 息

地 の 再 生 を 検 討 す る 。 私 が 実 施 し た 具 体 策 を 示 す 。  



 

 

 

 

私 は 、 休 耕 田 を 利 用 し て ビ オ ト ー プ を 造 成 し た 。 造

成 に あ た っ て は 、 以 下 に 留 意 し た 。  

・ 説 明 会 を 開 催 し 、 周 辺 水 田 所 有 者 の 合 意 を 得 た  

・ 移 植 す る 動 植 物 は す べ て 同 地 域 か ら 調 達 し た  

( 2 ) ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保  

生 息 地 が 孤 立 し な い よ う 、 周 辺 環 境 と の ネ ッ ト ワ ー

ク を 形 成 さ せ る 。 以 下 に 私 が 実 施 し た 具 体 策 を 示 す 。  

・ コ ン ク リ ー ト 護 岸 を 石 積 み 護 岸 と し た  

・ 護 岸 こ う 配 を 3 0 % と 緩 く し た  

・ た め 池 と の 高 低 差 が 大 き い 箇 所 は 魚 道 を 設 置 し た  

結 果 、 水 路 の 流 速 が 抑 制 さ れ 、 ア カ ヒ レ タ ビ ラ が 往

来 で き る よ う に な っ た 。  

( 3 ) タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ 移 入 の 防 除  

両 種 と も 二 枚 貝 に 産 卵 す る た め 、 産 卵 場 の 競 合 が 生

ず る 。 こ の こ と か ら 、 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ の 移 入 を 防

除 す る 。 以 下 に 私 が 実 施 し た 具 体 策 を 記 述 す る 。  

・ 池 干 し を 実 施 し タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ を 駆 除 し た  

・ 池 干 し の 際 は 、 在 来 種 を ビ オ ト ー プ 池 に 一 時 避 難 さ

せ た 。  

・ 二 枚 貝 は 一 時 的 に 飼 育 し 、 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ が 産

卵 し た 個 体 が 混 入 し な い よ う 1 1 月 に 移 植 し た 。  

４ ， 私 の 技 術 提 案 が も た ら す 効 果 と リ ス ク  

( 1 ) 効 果  

1 ) 生 息 地 の 再 生 に よ る 効 果  

生 息 地 を 再 生 す る こ と に よ り 、 生 物 多 様 性 が 保 全 さ  



 

 

 

 

れ る 。 ま た 、 説 明 会 の 開 催 に よ り 地 域 住 民 の 意 識 が 向

上 す る と い っ た 効 果 が 期 待 で き る 。 こ れ は 、 ｢ 生 物 多 様

性 国 家 戦 略 2 0 1 2 - 2 0 2 0 ｣ で 掲 げ ら れ て い る ｢ 生 物 多 様 性

の 主 流 化 ｣ に も 寄 与 で き る と 考 え る 。  

2 ) ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保 に よ る 効 果  

ネ ッ ト ワ ー ク を 確 保 す る こ と に よ っ て 、 ア カ ヒ レ タ

ビ ラ に 多 様 な 生 息 地 が 提 供 さ れ る と い っ た 効 果 が 期 待

で き る 。 例 え ば 、 水 路 の 流 速 が 緩 く な っ た こ と で 、 増

水 時 も 水 路 へ 移 動 で き る 。 私 が 実 施 し た 具 体 策 で は 、

水 路 こ う 配 を 緩 く し た こ と に よ り 、 子 供 が 水 を 観 察 す

る 場 所 を 与 え る こ と も で き た 。  

3 ) タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ 移 入 の 防 除 に よ る 効 果  

外 来 種 の 移 入 を 防 除 す る こ と に よ り 、 地 域 特 有 の 生

物 多 様 性 が 保 全 さ れ る と い っ た 効 果 が 期 待 で き る 。 私

が 実 施 し た 具 体 策 で は 、 二 枚 貝 に 産 卵 さ れ た 卵 に も 留

意 し た こ と に よ り 、 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ を 完 全 に 駆 除

す る こ と が で き た 。  

( 2 ) 潜 む リ ス ク  

リ ス ク と し て は 、 今 後 の 外 来 種 移 入 が 想 定 さ れ る 。

人 の 手 に よ る 放 流 の ほ か 、 水 鳥 な ど に よ る 移 動 に よ っ

て 移 入 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の こ と か ら 、 特 に 周 辺 に

外 来 種 が 確 認 さ れ て い る 場 合 は 留 意 が 必 要 で あ る 。 こ

の 対 策 と し て は 、 広 域 な 駆 除 の 実 施 、 モ ニ タ リ ン グ を

実 施 す る な ど 対 策 す る 。  

( 試 験 で は 最 後 の 1 マ ス ま で 記 載 )  
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選択科目       自然環境保全 

技術士 第二次試験 筆記試験 再現解答 

 

1

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目      3枚中 

技術部門       環境部門 

専門とする事項 野生動植物の保護および自然教育

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

選択科目 Ⅲ 

Ⅲ － ２  

( 1 ） 保 全 す べ き 希 少 種 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。  

 

1 ) 種 名 ： エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、 環 境 省 レ ッ ド リ ス ト 情

報 不 足  

2 ) 生 息 地 と そ の 環 境 ： 離 島 な ど を 除 く 北 海 道 全 域 に 分

布 し 、 水 た ま り ・ ワ ン ド な ど 止 水 あ る い は 緩 流 域 を

産 卵 場 所 と し 、 成 体 は そ れ ら の 水 域 に 近 い 樹 林 を 主

な 生 息 環 境 と す る 。  

3 ) 脅 威 と な っ て い る 要 因 及 び 危 機 の 現 状 ： 以 下 の こ と

が 挙 げ ら れ る 。  

① 開 発 ・ 改 変 に よ る 樹 林 の 消 失 ・ 減 少 ： 移 動 能 力 の 低

い 本 種 に と っ て 樹 林 が 分 断 、 孤 立 林 化 す る こ と で 産

卵 場 所 と な る 水 域 へ の 移 動 が 阻 害 さ れ る 危 機 が 生 じ

て い る 。  

② 砂 防 ダ ム 建 設 や 河 川 改 修 に よ る 産 卵 場 所 の 消 失 ・ 減

少 ： 産 卵 場 所 と な る 水 た ま り ・ ワ ン ド な ど の 消 失 ・

減 少 、 防 災 の 観 点 か ら 上 記 の 工 事 計 画 は 多 く 影 響 が

懸 念 さ れ る 。  

③ 外 来 種 ア ラ イ グ マ に よ る 影 響 ： 札 幌 市 ・ 江 別 市 に ま

た が る 野 幌 森 林 公 園 に お い て ア ラ イ グ マ に よ る 本 種

の 捕 食 が 確 認 さ れ た 。 ア ラ イ グ マ は 水 域 に 依 存 し た

種 で 、 ほ ぼ 全 道 で 生 息 情 報 が 確 認 さ れ て お り 影 響 が

懸 念 さ れ る 。  

 



選択科目       自然環境保全 

技術士 第二次試験 筆記試験 再現解答 

 

2

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目      3枚中 

技術部門       環境部門 

専門とする事項 野生動植物の保護および自然教育

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

選択科目 Ⅲ 

( 2 ） 保 全 策 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。  

① 森 林 保 全 ： 開 発 行 為 を 行 う 際 、 本 種 成 体 の 生 息 地 で

あ る 森 林 の 伐 採 を 可 能 な 限 り 最 小 限 に と ど め る 。 ま

た 工 事 完 了 後 、 植 栽 を 行 い 消 失 ・ 減 少 し た 森 林 の 復

元 に 努 め る 。  

 

② 産 卵 場 所 の 保 全 ： 以 下 の こ と を 提 案 す る 。  

A . 砂 防 建 設 、 河 川 改 修 等 に よ り 河 道 が 直 線 化 し 、 流 量

が 増 加 す る 。 こ の た め 抽 水 植 物 の 植 栽 を 行 っ た り 、

水 制 工 を 設 置 し 流 れ に 強 弱 を つ け る こ と に よ り 産 卵

場 所 を 創 出 す る 。  

B . 河 川 に 隣 接 し た 水 た ま り な ど が 産 卵 場 所 と な っ て い

れ ば 河 道 切 り 替 え な ど 改 変 に よ っ て 水 脈 が 分 断 さ れ 、

干 上 が る 可 能 性 が あ る た め 事 前 に 水 脈 の 位 置 を 把 握

す る こ と が 望 ま し い 。  

C . や む を 得 ず 産 卵 場 所 が 消 失 す る 場 合 は 近 傍 の 産 卵 場

所 あ る い は 人 工 池 を 創 出 し 、 そ こ へ 卵 の う ・ 幼 生 の

移 植 を 行 う こ と も 検 討 す る 。  

 

③ ア ラ イ グ マ 対 策 ： 以 下 の こ と を 提 案 す る 。  

A . 事 前 に 調 査 を 行 っ て ア ラ イ グ マ に よ る 被 害 が 多 い エ

リ ア を 絞 り 込 み 、 エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 産 卵 場 所 を 産

卵 ～ 幼 生 期 の 間 ト タ ン な ど で 覆 い 、 食 害 を 防 止 す る 。  

B . ア ラ イ グ マ 高 密 度 地 域 に お い て 駆 除 を 実 施 し 個 体 数

コ ン ト ロ ー ル を 行 う 。  



選択科目       自然環境保全 

技術士 第二次試験 筆記試験 再現解答 

 

3

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目      3枚中 

技術部門       環境部門 

専門とする事項 野生動植物の保護および自然教育

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

選択科目 Ⅲ 

( 3 ） 提 案 の 効 果 と リ ス ク  

① 一 般 に 植 栽 に よ る 森 林 復 元 は 時 間 が か か る が 、 例 え

ば 伐 り 株 ( ヒ コ バ エ ) を 用 い た 植 栽 で あ れ ば 苗 木 を 植

え る よ り 成 長 が 早 く 早 期 の 復 元 が 期 待 で き る 。 た だ

し 植 栽 を 行 う 際 は も と も と そ の エ リ ア に 生 育 し て い

た 樹 種 を 植 栽 す る よ う 留 意 す る 。  

② 産 卵 場 所 の 保 全 に つ い て 特 に 移 植 、 人 工 池 の 創 出 は

近 縁 種 も 含 め 各 地 で 試 行 さ れ て お り 、 移 植 地 に お い

て 再 生 産 が 確 認 さ れ 成 功 し た 事 例 も あ る 反 面 、 失 敗

例 も あ る 。 効 果 を 検 証 す る た め に 事 業 実 施 後 数 年 は

モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 う ま く い か な い 場 合 は 計 画 を

再 検 討 す る こ と ( 順 応 的 管 理 ) が 望 ま れ る 。  

③ ト タ ン で 覆 う 保 全 策 は 近 縁 の ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ

ウ オ で 実 施 し 効 果 が 得 ら れ た 事 例 が あ る 。 駆 除 に つ

い て ア ラ イ グ マ は 夜 行 性 で あ る た め 銃 に よ る 捕 獲 は

困 難 で わ な に よ る 捕 獲 が 主 と な る 。 最 近 エ ッ グ ト ラ

ッ プ と い う 混 獲 が な く 箱 わ な に 対 す る ト ラ ッ プ シ ャ

イ 個 体 に も 効 果 が あ り 注 目 さ れ て い る 。  

 リ ス ク と し て 本 種 は 広 域 に 分 布 す る こ と が 多 く 隣 接

す る 自 治 体 で 連 携 し て 駆 除 を 行 わ な け れ ば 効 果 は 得

ら れ な い 。 ま た 駆 除 に よ っ て 被 害 が 減 少 し た 場 合 、

根 絶 を 確 認 せ ず 駆 除 の 手 を 緩 め る と す ぐ 増 加 し 、 対

策 が 水 泡 に 帰 す お そ れ も あ る 。 減 少 あ る い は 根 絶 後

も モ ニ タ リ ン グ を 継 続 し 動 向 を 監 視 す る 必 要 が あ る 。
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1 ． た め 池 で 生 育 環 境 が 悪 化 し て い る オ ニ バ ス  

 兵 庫 県 の た め 池 に 生 息 す る オ ニ バ ス は 、 絶 滅 危 惧 種

で あ り 、 そ の 生 育 環 境 が 悪 化 し て い る 。  

 そ の 原 因 の ひ と つ は 、 ヒ シ な ど の 競 合 す る 浮 葉 植 物

（ 以 下 、 「 ヒ シ 類 」 と 言 う 。 ） で あ る 。 図 1 に 示 す

よ う に 、 ヒ シ 類 が 過 剰 繁

茂 す れ ば 、 水 中 に 届 く 光

の 量 が 少 な く な り 、 物 質

循 環 が 損 な わ れ る た め 、

水 質 汚 濁 や 汚 泥 堆 積 が 生

じ る 。  

 一 方 、 外 来 種 で あ る ミ

シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ に

よ る 食 害 の 影 響 も 深 刻 で あ る 。  

2 ． オ ニ バ ス 生 育 地 の 保 全 策   

( 1 ) 水 質 汚 濁 と 底 泥 堆 積 の 対 応 策  

 ヒ シ 類 が 過 剰 繁 茂 し て い る 地 域 で は 、 食 物 連 鎖 の サ

イ ク ル を 回 復 す る こ と が 課 題 と な る 。 こ の 解 決 の 阻 害

要 因 は 、 ① ヒ シ 類 が 広 範 囲 に 水 面 を 覆 っ て い る こ と 、

② 枯 れ た ヒ シ 類 が 、 池 底 に 堆 積 し て 水 質 汚 濁 を 引 き 起

こ す こ と で あ る 。 つ ま り 、 生 育 し て い る ヒ シ 類 と 枯 死

し た ヒ シ 類 の 、 た め 池 か ら の 除 去 が 、 取 り 組 む べ き 目

標 と な る 。  

 以 下 に 、 生 育 し て い る ヒ シ 類 と 枯 れ た ヒ シ 類 に 分 け

て 、 対 応 策 と そ の 作 業 内 容 を 記 す 。  

図1．ハス群落がため池の生態系に及ぼす影響

動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

魚類

鳥類

有機物

あるべき姿問題のあるため池

有機物

水質汚濁

植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

日光日光

ヒシ類

水中
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① ヒ シ 類 の 刈 り 取 り ： 水 面 を 覆 う ヒ シ 類 は 、 刈 り 取

り 除 去 す る 。 作 業 は 、 ヒ シ 類 が 繁 茂 す る 前 の 6 月 頃

に 実 施 し 、 安 全 面 と 作 業 効 率 を 考 え て 、 2 名 以 上 で

行 う 。  

② 底 泥 の か き 出 し ： 枯 死 し た ハ ス は 、 有 機 物 を 含 む

底 泥 と と も に 、 人 為 的 に か き 出 す 。 ハ ス が 枯 れ る 1 0

月 頃 に 、 池 の 水 を 抜 い て 行 う 。 こ の 作 業 を 恒 例 行 事

と し て 定 着 す る こ と が で き れ ば 、 自 然 環 境 保 全 の 分

野 の 主 要 テ ー マ で あ る 「 多 様 な 主 体 と 自 然 と の ふ れ

あ い 」 を 進 め る こ と が で き る 、 と 私 は 考 え る 。  

( 2 ) 外 来 カ メ の 個 体 数 抑 制  

 食 害 が あ る 地 域 で は 、 外 来 カ メ の 個 体 数 抑 制 が 課 題

と な る 。 一 般 に 、 そ の 捕 獲 に は カ ゴ 網 が 使 わ れ る 。  

 し か し 、 そ の 際 の 技 術 的 問 題 は 、 ① 混 獲 さ れ た 在 来

カ メ が し ば し ば 溺 死 す る 点 と 、 ② 捕 獲 効 率 に 向 上 の 余

地 が 残 っ て い る 点 で あ る 。 し た が っ て 、 溺 死 防 止 と 、

捕 獲 率 向 上 技 術 の 開 発 が 、 目 指 す べ き 目 標 と な る 。  

 以 下 に 、 溺 死 防 止 策 と 捕

獲 効 率 の 向 上 策 を 記 す 。  

① 溺 死 防 止 策 ： 溺 死 対 策

と し て は 、 浅 い と こ ろ に

設 置 す る か 、 図 2 の よ う

に 吊 り 下 げ て 、 網 の 全 体

が 沈 ま な い よ う に す る 。

そ う す れ ば 、 カ メ 類 が 息 図2．カメ類の溺死を防ぐカゴ網の設置状況

カゴ網

ハス類

水面

入り口
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継 ぎ を す る こ と が で き て 、 溺 死 を 防 げ る 。  

② 捕 獲 効 率 の 向 上 策 ： 吊 り 下 げ た カ ゴ 網 を 、 さ ら に

引 き 上 げ て 捕 獲 率 を 上 げ る 。 こ れ は 、 外 来 カ メ が 、

物 に つ か ま り 休 憩 す る 習 性 を 利 用 し て い る 。 事 前 に 、

捕 獲 率 が 高 い カ ゴ 網 入 り 口 と 水 深 の 関 係 を 調 べ て お

く と 良 い 。  

3 ． 期 待 さ れ る 効 果 と 想 定 さ れ る リ ス ク  

 ヒ シ 類 の 刈 り 取 り 作 業 で 、 水 中 に 届 く 光 が 作 業 前 に

比 べ て 、 増 え る 。 す る と 、 水 中 の 有 機 物 が 植 物 プ ラ ン

ク ト ン に 取 り 込 ま れ 、 小 魚 な ど が 増 え 、 そ れ を 餌 と す

る 鳥 に よ っ て 、 有 機 物 が た め 池 の 外 に 持 ち 出 さ れ て 、

水 質 汚 濁 を 抑 制 で き る （ 図 1 ） 。 ま た 、 底 泥 の か き 出

し も 、 た め 池 内 の 有 機 物 量 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。

 一 方 、 刈 り 取 り 等 の 作 業 量 が 多 す ぎ れ ば 、 適 正 な 種

組 成 バ ラ ン ス を 崩 し 、 多 く の 光 が 水 中 に 届 く こ と で 、

外 来 種 で あ り 、 沈 水 植 物 の オ オ カ ナ ダ モ 等 を 増 加 さ せ

る リ ス ク が 高 ま る 。  

 カ ゴ 網 を 用 い た 外 来 カ メ の 捕 獲 は 、 既 に 実 績 が あ る

た め 、 個 体 数 抑 制 の 効 果 を 期 待 で き る 。 し か し な が ら 、

急 激 に 個 体 数 を 減 ら す と 、 そ れ ま で 外 来 カ メ に よ り 個

体 数 を 抑 え ら れ て い た ア メ リ カ ザ リ ガ ニ 等 の 別 の 外 来

生 物 が 急 増 す る リ ス ク が 生 じ る 。  

そ こ で 、 こ れ ら の リ ス ク に 備 え る た め に 、 モ ニ タ

リ ン グ 調 査 を 行 い 、 柔 軟 に 実 施 計 画 を 修 正 す る 順 応

的 管 理 を 継 続 す る こ と が 望 ま し い 。   以 上  
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